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　ところで，図 1 に示す，RJ に左右交互に脚の挙上が
組み合わさったドリルがある．本研究ではこの動作を
リバウンドジャンプ・コンビネーションと呼ぶことと


































野球部所属）一般男子 8 名とした．表 1 は，被験者の身長，
体重，BMI の全体および群ごとの平均および標準偏差
を示したものである．













＊ 1 サイクルを 18 分割したもので，写真の下の番号が時間の経過を示す．












































⑬        ⑭        ⑮        ⑯        ⑰        ⑱   
⑦        ⑧        ⑨        ⑩        ⑪        ⑫   
①        ②        ③        ④        ⑤        ⑥
図 1. リバウンドジャンプ・コンビネーションの動作 
＊1サイクルを18分割したもので，写真の下の番号が時間の経過を示す． 
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図 2. 股関節，膝関節，足関節の角度 
身長 体重 BMI
全体平均（SD) 174.6 ±5.9 cm 65.1 ± 6.8 kg 21.4 ± 2.1
Ａ群平均（SD) 177.8 ± 5.5 cm 66.9 ± 5.9 kg 21.2 ± 1.8







RJ と RJ-Comb のデモンストレーションを見せ，接地時
間をできるだけ短く，かつ跳躍高が最大になるよう口頭
で指示した．デモンストレーションを見せた後に各自で
その動作を練習させ，RJ と RJ-Comb の動作測定を行っ
た．実験運動は上肢の影響を取り除くために両手を腰に
当てた姿勢をとらせ，RJ および RJ-Comb をそれぞれ連


















運動中における各身体計測点の 3 次元座標を Cortex に
より算出した．なお，動作の確認のために，被験者の
右方向からハイスピードカメラ（CASIO 社製　EXILIM　

































　なお，予備実験の結果，B 群には RJ-Comb の離地時
に挙上脚の股関節が屈曲している者と伸展している者
の２タイプがみられたため，前者を Ba 群とし，後者を
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図 2. 股関節，膝関節，足関節の角度 
身長 体重 BMI
全体平均（SD) 174.6 ±5.9 cm 65.1 ± 6.8 kg 21.4 ± 2.1
Ａ群平均（SD) 177.8 ± 5.5 cm 66.9 ± 5.9 kg 21.2 ± 1.8













ゆるやかに底屈しており，A 群および Ba 群と同様の動
作をしている．
（2） 支持脚の動き




























ともに伸展しており，Bb 群は接地局面において A 群と
Ba 群のような挙上脚の挙上動作が見られず，挙上脚の
挙上を空中局面で行っている．（ウ）に示す通り足関節






























するタイミングに A 群と Ba 群，Bb 群の間に差がみら
れた．ビデオで動作を確認したところ，A 群と Ba 群は
接地局面の後半には挙上脚が離地していることが認め


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　RJ は左右対称の跳躍動作で 1 回の跳躍が 1 サイクル
であるのに対し，RJ-Comb は左右非対称で跳躍ごとに
挙上する脚が入れ替わるため 2 回の跳躍が 1 サイクルと
なる．したがって跳躍ごとに脚の動作が変わるため，前
後の動作のスムーズな連続性がより重要となる．空中局
面において支持脚の足関節が Ba 群と Bb 群は安定して
いなかったことは，Ba 群と Bb 群が動作にスムーズな連
続性を持たせるほど習熟していないためと考えられる．












熟練者群の 5 名に対し RJ-Comb の動作を指導し，指導
の前後に 50m 走を実施し，スタート後 30m 地点から前
後 4m の区間の疾走動作を測定した．その結果，いずれ
の被験者も疾走速度が向上（平均 +2.5 ± 3.3%）し，図
7 に示す疾走動作についてはいずれの被験者も接地時に
おいて遊脚膝関節角度が減少（平均 -10.3 ± 7.6°）し，
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